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物語の内容想起支援インタフェースの検討

田中 翔太郎 岡部 誠 尾内 理紀夫∗

概要. 本稿では，ユーザが過去に読んだ物語の内容を効率良く確認するためのインタフェースを検討する．
単語の出現頻度や単語間の関係を視覚化することで内容理解を支援するシステムは多数存在するが，新しい
人物が現れたり，人物関係が変化したりするといった物語の特徴を踏まえたシステムは存在しない．本シス
テムでは，登場人物の関係を任意の区間ごとに閲覧可能にすることで，物語の内容をより分かりやすく視覚
化する．システムは，物語から自動で人物名を抽出し，章ごとに登場頻度や関連度を計算する．関連度の計
算は，各文からルールベースで抽出した主語と目的語を用いて行い，結果をグラフで表示する．ユーザは，
指定した区間の登場人物の関係を閲覧できる．さらに，マウスによる簡単な操作でグラフに表示する人物
を選択したり，人物名を含む文を容易に確認したりすることが可能である．本システムを使用することで，
過去に読んだ物語の内容を，普通に読むときと比較して高速に想起できるようになるものと期待される．

1 はじめに

物語の内容を効率良く確認したい場面は数多く存
在する．例えば，村上春樹「1Q84 BOOK 3」を読
むときは，BOOK 1と BOOK 2の 2冊の内容を
把握していないと楽しめない．それらを過去に読ん
でいたとしても，忘れてしまったら最初から読み返
さなければならず，時間がかかる．このように，シ
リーズ物の作品を読むときは，最初から読み返すこ
となく内容を想起できると便利である．また，物語
を読んでいる途中で内容が分からなくなったときに
も利用できる．読んだところまでの内容を効率良く
確認できると，読み返す手間が省ける．
そこで我々は，過去に読んだ物語を効率良く確認

するためのインタフェースを提案する．物語を想起
するにあたっては，登場人物の関係を知ることが重
要と考え，今回は物語から人物名を抽出し，登場人
物の関係を計算した．加えて，新しい人物が現れた
り，人物関係が変化したりする様子を閲覧できるよ
うにするため，結果をユーザの指定した区間で閲覧
できるようにした．本システムを使用することで，
最初から読み返すことなく物語の内容を想起できる
と期待される．

2 関連研究

単語の出現頻度や単語間の関係を視覚化すること
で，内容理解を支援するシステムは多数存在する．
Collinsらは，単語の出現回数や IS-A関係を放射状
に表示することで視覚的な要約を提供した [1] ．ま
た，Van Hamらは文章を高速に解析し，ユーザの
指定したA of BやA and Bといった関係を有向グ
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ラフで視覚化した [2]．しかし，これらの手法では新
しい人物が現れたり，人物関係が変化したりすると
いった物語の特徴を考慮していない．そこで本シス
テムでは，登場人物の関係を任意の区間ごとに閲覧
可能にすることで，既存手法と比較して分かりやす
く視覚化する．

3 システム概要

ユーザが物語のテキストデータを与えると，図 1
のように結果を表示する．ここで，グラフの上にあ
るのが区間を指定するバー，右にあるのが登場人物
のリストである．ユーザは，バーを動かすことで任
意の区間の登場人物の関係を閲覧できる．ここでは，
村上春樹「1Q84 BOOK 1」[3]の結果を例に説明す
る．図 1（上）は 1章から 3章までの登場人物の関
係図である．ここで，バーを動かすことで図 1（下）
のように 1章から 7章までの登場人物の関係を閲覧
できる．新たに「タマル」が登場したり，「川奈天吾」
と「ふかえり」につながりができたりすることが確
認できる．これは当然，物語の内容とも一致してい
る．実際，タマルは 7章で初めて名前が登場し，川
奈天吾とふかえりは 4章で初めて会っている．
登場人物の関係図の各ノードはドラッグして移動

できる．これにより，エッジがノードの後ろに隠れ
てしまっても閲覧可能になる．また，ダブルクリック
すると図 2のような新しいウインドウが開き，ノー
ドに書かれていた人物名の入った本文を章ごとに閲
覧できる．ここで，章の切り替えはタブをクリック
するか，バーをスライドすることで行う．図 2 は
「戎野」を含む文を閲覧している様子である．グラ
フを見るだけでは内容を思い出せなくても，戎野が
ふかえりの保護者ということが分かる．
また，表示するノードを任意に選択することが可

能である．登場人物のリストのチェックボックスを
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図 1. 登場人物の関係図 (上:1-3章，下：1-7章)

図 2. 「戎野」を含む文を閲覧している様子

切り替えるだけで，登場人物の関係図も更新される．
これにより，誤って抽出された人物名以外の単語や
主要でない人物名のノードを非表示にすることがで
きる．ここで，誤って抽出された人物名以外の単語
「太腿」や主要でない登場人物「サダト」の表示を
切り換えている様子を図 3に示す．

4 実装

人物名の抽出は，日本語解析ツールMeCab[4]お
よびCaboCha[5]を利用した．続けて，抽出した人
物名同士の関連度の計算を章ごとに行う．計算には，
「A は B に○○した．」という文があったとき，A
と Bの関連度が強いことを利用する．具体的には，
CaboChaの係り受け解析の結果をもとに，ルール
ベースで各文から主語と目的語を抽出し，主語と目

図 3. 表示するノードを切り替えている様子

的語の両方に人物名が存在したら，2つの人物の関
連度を上げる．ただし，1文中に 2回以上人物名が
出てくることは少ないため，これだけでは情報量が
少なくなってしまう．そこで，同一シーンに登場す
る人物同士にも何らかの関係があると仮定し，前後
の文に登場する人物名も考慮して計算する．
グラフの描画は，arbor.js[6]を拡張することで行

った．ここで，ノードの大きさは登場人物の関連度
の総和に応じて 3段階に分けた．つまり，多くの人
物と関連を持っていたり，深く関連を持つ人物がい
たりすると大きく表示される．また，登場人物のリ
ストの文字サイズは，その人物名の登場回数に応じ
て 3段階に分けた．このとき，多く登場する人物名
ほど大きく表示されるようにする．なお，登場回数
が少ない人物名は，誤って抽出された人物名以外の
単語や主要でない人物名といった可能性が高いため，
初期状態ではグラフに表示しないことにした．

5 まとめ

本稿では，登場人物の関係を任意の区間ごとに閲
覧可能にするインタフェースの検討について報告し
た．本システムにより，過去に読んだ本であれば最
初から読み返すことなく内容を想起できると期待さ
れる．今後は，ユーザスタディを実施し，内容を効
率良く想起可能か検証する．
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